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本

博

士

論

文

は

井

原

西

鶴

の

散

文

作

品

を

中

心

に

、

初

期

の

好

色

物

か

ら

武

家

物

、

町

人

物

、

没

後

に

出

版

さ

れ

た

遺

稿

作

品
ま

で

の

主

要

な

作

品

集

に

つ

い
て

、

従

来

の

西

鶴

研

究

で

提

示

さ

れ

て

き

た

そ

れ

ぞ

れ

の

問

題

点

を

踏

ま

え

、

作

品

個

々

の

表

現

・
文

体

と

、

既

存

の

解

釈

を

形

成

し

て

き

た

享

受

史

の

側

面

か

ら

各

話

の

作

品

論

を

展

開

し

、

作

者

と

作

品

の

位

置

付

け

と

、

そ

の

評

価

の

再

考

を

図

る

も

の

で

あ

る

。 

 

現

在

の

西

鶴

研

究

は

、

作

品

間

の

影

響

関

係

を

検

討
す

る

典

拠

研

究

と

、

遺

稿

集

の

成

稿

過

程

を

復

元

す

る

成

立

論

が

主

流

を

占

め
て

い

る

。

こ

の

二

つ

の

方

法

は

、

現

存

す

る

限

ら

れ

た

資

料

を

も

と

に

作

者

の

創

作

意

識

を

推

定

す

る

と

い

う

制

約

の

た

め

に

、

個

々

の

作

品

の

「

読

み

」

の

問

題

に

言

及

す

る

こ

と

が

難

し

か

っ

た

。

加

え

て

西

鶴

作

品

の

内

容

理

解

は

、

昭

和

初

期

の

自

然

主
義

文

学

者

ら

が

影

響

力

の

強

い

西

鶴

像

を

提

示

し
て

以

来

、
悲

劇

作

家

と

し
て

の

西

鶴

、
も

し

く

は

喜

劇

作

家

と

し
て

の

西

鶴

と

い

う

、

相

反

す

る

作

者

像

が

混

在

し
て

お

り

、

一

つ

の

作

品

の

内

容

理

解

が

一

つ

の

観

点

に

導

か

れ

な

い

長

い

膠

着

状

態

に

あ

る

。 

本

博

士

論

文
で

は

、

こ

う

し

た

西

鶴

研

究

の

課

題

を

克

服
す

る

う

え

で

、

個

々

の

テ

キ

ス

ト

に

お

け

る

表

現

面

が

、

作

品

内

部
で

ど

の

よ

う

な

働

き

を

担

い

、

そ

れ

を

受

容

す

る

読

者

に

対

し
て

何

を

伝

達

す

る

こ

と

が

意

図

さ

れ

て

い

る

の

か

を

、

作

品

の

史

的

背

景

や

他

作

品

と

の

関

連

性

、

文

脈

上

の

必

然

性

と

物

語

と

し
て

の

作

為

な

ど

を

広

く

加

味

し

な

が

ら

推

定

し

、

従

来

の

作

品

解

釈
の

読

み

換

え

を

図

っ
て

い

る

。

本

論

考

が

こ

う

し

た

方

法

論

を

採

用

す

る

の

は

、

西

鶴

の

作

品

が

一

つ

の

話

の

中

に

複

数

の

話

題

を

取

り

込

み

、

相

反

す

る

価

値

意

識

を

取

り

合

わ

せ

る

と

い

う

特

徴

を

持
ち

、

そ

の

表

現

方

法

に

は

作

者

の

談

林

俳

諧

師

と

い

う

来

歴
が

反

映

さ

れ

て

い

る

た

め
で

あ

る

。 

こ

う

し

た

「

俳

諧

的

文

体

」

と

呼

ば

れ

る

西

鶴

の

散

文

を

論

じ

る

う

え

で

、

本

論

考

で

は

作

品

内

容

を

「

作

者

」

個

人

の

思

想

性

の

問

題

、

創

作

意

図

の

問

題

に

帰

着

さ

せ

る

こ

と

を

避

け

、

テ

キ

ス

ト

を

評

価

す

る

基

準

と

な

る

読

者

に

よ

る

享

受

の

問

題

を

見
直

し

、
作

品

を

構

成

す

る

可

能
な

限

り

多

く

の

要

素

を

総

覧

し

た

う

え

で

、
作

品

の

全

体

像

を

再

構

築

す

る

こ

と

を

目

標

と

し
て

い

る

。

以

下

に

、

各

章

に

お

け

る

作

品

ご

と

の

問

題

点

と

方

法

論

を

ま

と

め

る

。 
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第

一

部 

西

鶴

生

前

作

品 

[

一

、

西

鶴

好

色

物

研

究]
 

 

『

好

色

一

代

女

』

は

、
『

徒

然

草

』
、
『

遊

仙

窟

』
、

小

町

物

、

謡

曲

類

を

中

心

に

、

最

も

多

く

典

拠

探

索

が

試

み

ら

れ

て

い

る

作

品

の

一

つ

で

あ

る

。

西

鶴

作

品

に

お

け

る

典

拠

研

究

の

課

題

は

、

先

行

作

品

と

の

断

片

的

な

言

辞

や

設

定

の

一

致

が

、

多

作

品

に

渡

っ

て

確

認
で

き

る

一

方

で

、

そ

の

う

ち

特

定

の

作

品

と

の

影

響

関

係

を

限

定

し
て

掘

り

下

げ

る

こ

と

が

で

き

な

い

、

つ

ま

り

両

者

の

類

似

点

に

は

直

接

的

な

剽

窃

関

係

や

、

単

純

な

イ

メ

ー

ジ

の

踏

襲

が

見

ら

れ

な

い

た

め

、

典

拠

を

指

摘

す

る

こ

と

が

西

鶴

作

品

の

内

容

理

解

に

必

ず

し

も

結

び

付

か

な

い

と

い

う

点

に

あ

る

。 

本

論

考
で

は

『

好

色

一

代

女

』

巻

一

の

一

「

老

女

隠

家

」

の

前

半

部

に

お

け

る

一

代

女

登

場

ま

で

の

場

面

を

中

心

に

、

一

代

女

と

い

う

主

人

公

が

ど

の

よ

う

に

形

象

さ

れ

て

い

た

の

か

を

、
第

一

章
「
『

一

代

女

』
典

拠

利

用

に

関

す

る

一

考

察

」
で

は

好

色

庵

に

至

る

ま

で

の

道

程

の

描
写

と
『

徒

然

草

』
の

関

係

か

ら

、
第

二

章
「
『

一

代

女

』
に

お

け

る

一

代

女

像

の

形

象

」
で

は

一

代

女

合

奏

の

場

面

と
『

遊

仙

窟

』
の

関

係

に

お

い

て

そ

れ

ぞ

れ

考

察

を

加

え

た

。
従

来

の

典

拠

研

究
で

は

、
一

代

女

の

草

庵

の

描
写

が
『

徒

然

草

』
『

遊

仙

窟

』

に

お

け

る

隠

者

像

を

踏

ま

え

て

い

る

こ

と

が

指

摘

さ

れ

て

い

た

が

、

厳

密

に

検

討
す

る

と

こ

れ

ら

の

先

行

作

品

は

『

好

色

一

代

女

』

の

テ

キ

ス

ト

と

同

一

の

言

辞

を

持

た

ず

、

設

定

も

完

全

に

類

似
す

る

も

の
で

は

な

い

。
『

一

代

女

』

が

踏

襲

し

て

い

る

の

は

、

す

で

に

類

型

化

さ

れ

た

隠

者

の

イ

メ

ー

ジ

一

般

で

あ

り

、
こ

の

イ

メ

ー

ジ

を

反

復

さ

せ

、

踏

襲

の

方

法

に

変

化

を

加

え

る

こ

と

で

、

中

世

的

な

隠

者

像

を

「

近

世

的

隠

者

」

に

変

容

さ

せ

る

こ

と

が

テ

キ

ス

ト

の

主

た

る

目

的

と

さ

れ

て

い

る

の
で

あ

る

。 

こ

の

方

法

は

同

年

に

刊

行

さ

れ

た

『

好

色

五

人

女

』

巻

五

に

お

い
て

す

で

に

試

み

ら

れ

て

お

り

、

ま

た

そ

の

後

の

諸

作

品

に

お

い

て

も

同

様

の

隠

者

像

は

複

数

に

渡

っ
て

確

認
で

き

る

。
近

世

的

隠

者

と

し

て

の

一

代

女

像

は

、『

好

色

一

代

女

』
本

編
で

あ

る

巻

一

の

一

後

半

か

ら

巻

六

の

四

ま

で

の

昔

語

り

の

部

分

を

理

解
す

る

う

え

で

も

重

要

な

位

置

を

占

め
て

い

る

。『

好

色

一

代

女

』
は

従

来

、
一
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代

女

の

語

る

伝

記

部

分

の

悲

劇

的

展

開

を

重

視

し
て

読

む

立

場

と

、

仮

名

草

子

以

来

の

風

俗

誌

と

し
て

の

性

格

を

重

視

し
て

喜

劇

と

し
て

読

む

立

場

に

分

か

れ

る

が

、「

一

代

女

」
と

い

う

主

人

公

が

俗

出

家

へ

の

揶

揄

と

笑

い

を

基

調

と

す

る

近

世

的

隠

者

と

し
て

設

定

さ

れ

て

い

る

な

ら

ば

、

そ

の

昔

語

り

の

位

置

づ

け

も

ま

た

、

お

の

ず

と

規

定

さ

れ

る

の
で

あ

る

。 

本

論

考
で

は

『

好

色

一

代

女

』

巻

一

の

一

後

半

か

ら

巻

六

の

四

に

及

ぶ

昔

語

り

部

分

を

位

置

付

け

る

に

当

た

り

、
『

好

色

一

代

女

』

の

挿

絵

に

お

け

る

モ

チ

ー

フ

と

本

文

の

関

係

性

を

、
第

三

章
「
『

一

代

女

』
の

挿

絵

と

本

文

」
に

お

い
て

総

攬

し

、
巻

二

の

三

か

ら

巻

六

の

二

に

及

ぶ

風

俗

誌

的

章

群

と

、

巻

一

、

巻

二

前

半

、

巻

六

後

半

の

ス

ト

ー

リ

ー

主

導

の

章

群

に

つ

い

て

、

先

行

す

る

仮

名

草

子

や

他

の

西

鶴

作

品

の

挿

絵

と

本

文

に

そ

れ

ぞ

れ

を

適

宜

比

較

し

な

が

ら

概

略

的

に

考

察

し

た

。 

こ

の

問

題

点

は

、

続

く

第

四

章

「
『

一

代

女

』

の

受

容

と

創

造

」

に

お

い
て

、
『

好

色

一

代

女

』

の

自

然

主

義

的

理

解

が

完

成

さ

れ

た

昭

和

初

期

に

お

け

る

西

鶴

受

容

の

分

析

か

ら

再

度

考

察

を

加

え

て

い

る

。『

好

色

一

代

女

』
享

受

の

例

と

し
て

研

究

分

野

の

他

に

広

く

一

般

へ

の

影

響

力

が

大

き

か

っ

た

も

の

に

、

溝

口

健

二

の

映

画

『

西

鶴

一

代

女

』

を

挙

げ

る

こ

と

が

で

き

る

。

溝

口

の

『

西

鶴
一

代

女

』

は

、

原

案
で

あ

る

西

鶴

の

『

好

色

一

代

女

』

を

「

近

代

劇

」

と

し

て

意

図

的

に

読

み

換

え

、

映

画

製

作

当

時

の

観

客

層

を

意

識
す

る

こ

と

で

成

立

し

た

翻

案

作

品
で

あ

る

。

本

論

考
で

は

映

画

『

西

鶴

一

代

女

』

の

各

場

面

に

採

り

入

れ

ら

れ

た

原

案

の

『

好

色

一

代

女

』
各

章

を

整

理

し

、
そ

の

選

択

の

意

図

と

全

体

の

構

成

を

考

察
す

る

こ

と

で

、
『

好

色

一

代

女

』
を
「

女

の

一

生

」
と

し
て

読

み

、

伝

記

と

し
て

の

性

格

を

強

調

し
て

き

た

従

来

の

『

好

色

一

代

女

』

理

解

を

相

対

的

に

把

握

す

る

こ

と

を

試

み

た

も

の
で

あ

る

。 

付

論

と

し

て

、『

好

色

五

人

女

』
の

研

究

史

概

説

と

、『

好

色

一

代

男

』『

西

鶴

諸

国

は

な

し

』
を

は

じ

め

と

す

る

諸

作

品

の

挿

絵

を

対

象

と

し

た

享

受

論

を

付

す

。
第

一

章
「
『

好

色

五

人

女

』
研

究

史

」
は

、
先

行

研

究

が

問

題

と

し
て

き

た

悲

劇

と

喜

劇

、
趣

向

と

ス

ト

ー

リ

ー

と

い

っ

た

論

点

を

各

巻

ご

と

に

整

理

し

、
『

好

色

五

人

女

』

作

品

論

の

た

め

の

今

後

の

布

石

と

す

る

も

の
で

あ

る

。

ま

た
、

第

二

章
「

絵

の

時

間

と

物

語

の

時

間

」
で

は

、「

時

間

」
を

表

象

す

る

挿

絵

と

、
そ

の

本

文

に

お

け

る

表

現

上

の

効

果

を

検

証

し

た

も

の
で

あ

り

、
ス

ト

ー

リ

ー

に

お

け

る

時

間

の

概

念

を

、
そ

れ

を

享

受

す

る

読

者

の

問

題

と

と

も

に

考

察
す

る

。『

好

色

一

代

女

』
に

お

け

る

各

挿

話

と

ス

ト

ー

リ

ー

の

関

係

性

な

ど

を

考

察

す

る

う

え

で

、
こ

れ

を

敷

衍

さ

せ

て

論

じ

る

こ

と

を

今

後

の

課

題

と

し
て

い

る

。 
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[

二

、

西

鶴

武

家

物

研

究]
 

 

西

鶴

の

創

作

歴

に

お

い
て

、

散

文

作

品

が

最

も

多

作

さ

れ

た

貞

享

三

年

か

ら

五

年

（

元

禄

一

）

に

か

け

て

、

一

連

の

テ

ー

マ

で

書

か

れ

た

作

品

群

に

『

武

道

伝

来

記

』
『

武

家

義

理

物

語

』
『

新

可

笑

記

』

の

武

家

物

作

品

が

あ

る

。

こ

れ

ら

武

家

物

作

品

は

、

題

名

と

序

文

に

掲

げ

ら

れ

た

明

確

な

テ

ー

マ

性

に

反

し
て

、

個

々

の

話

の

作

品

内

容

が

し

ば

し

ば

矛

盾

す

る

点
が

主

要

な

問

題

点

と

さ

れ

、

議

論

の

重

ね

ら

れ

て

き

た

作

品

群

で

あ

る

。 

本

論

考

は

、

従

来

の

武

家

物

理

解

が

、

話

を

評

価

す

る

基

準

と

し
て

武

家

物

作

品

を

律
す

る

テ

ー

マ

の

一

貫

性

を

重

視

し
て

き

た

の

に

対

し

、

個

々

の

話

の

表

現

面

を

含

む

物

語

性

の

問

題

を

検

討
す

る

こ

と

で

、

武

家

物

作

品

の

再

評

価

を

試

み

る

も

の
で

あ

る

。

第

一

章

「

西

鶴

武

家

物

に

お

け

る

序

文

と

作

品

」
で

は

、

序

文

に

掲

げ

ら

れ

た

「

敵

討

」

と

「

義

理

」

の

テ

ー

マ

の

問

題

を

確

認
し

た

の
ち

、『

武

道

伝

来

記

』
巻

一

の

一

に

お

け

る
「

敵

討

」
の

描

か

れ

方

と

一

話

全

体

の

構

成

を

、
文

体

の

変

化

を

中

心

に

考

察

し
て

、

そ
こ

に

意

図

さ

れ

た

表

現

上

の

効

果

が

想

定

さ

れ

る

こ

と

を

指

摘

し

た

。

巻

一

の

一

は

全

体

に

占

め

る

「

敵

討

」

の

描
写

部

分

が

極

端

に

少

な

く

、

テ

ー

マ

性

の

低

さ

が

難

じ

ら

れ

て

き

た

話
で

あ

る

が

、

表

現

の

不

統

一

と

見

ら

れ

る

前

後

半

の

文

体

の

変

化

と

叙

述

の

量

の

不

均

衡

は

、

一

話

を

全

体

の

流

れ

の

中

で

読

ん

だ

と

き

、

作

品

内

容

に

即

し

て

文

体

に

緩

急

を

つ

け

、

物

語

上

の

効

果

を

高

め

る

と

い

う

作

者

の

創

意

で

あ

っ

た

可

能

性

が

想

定

で

き

る

の

で

あ

る

。

本

論

考

は

こ

う

し

た

表

現

上

の

特

徴

に

着

目

す

る

こ

と

に

よ

っ
て

、

作

者

の

意

図

す

る

話

の

主

眼

が

「

武

道

」

や

「

義

理

」

と

い

っ

た

観

念

論

で

は

な

く

、

一

話

の

物

語

性

そ

の

も

の

に

あ

る

こ

と

を

検

討

し

た

も

の
で

あ

る

。 

さ

ら

に

第

二

章
「
『

武

家

義

理

物

語

』
巻

三

の

三

に

お

け

る
「

義

理

」
と
「

主

命

」
」
で

は

、
従

来

は

劣

作

と

み

な

さ

れ

て

き

た
『

武

家

義

理

物

語

』

巻

三

の

三

を

題

材

と

し
て

、

作

品

内

容

と

序

文

と

の

齟

齬

の

問

題

を

検

討
す

る

も

の
で

あ

る

。

巻

三

の

三

は

、

話
の

主

要

人

物

で

あ

る

「

中

小

姓

」

が

雑

言

を

理

由

に

同

朋

を

討

つ

と

い

う

筋

立

て

に

『

武

家

義

理

』

序

文

と

の

矛

盾

が

指

摘

さ

れ

て

い
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る

が

、

本

論

考
で

は

話

中

で

使

わ

れ

る

「

具

足

」

の

文

脈

上

の

意

味

を

歴

史

的

観

点

と

文

芸

的

観

点

か

ら

検

討

し

直

す

こ

と

で

、

巻

三

の

三

の

異

な

る

解

釈

を

提

示

し

、
序

文

に

矛

盾
す

る

と

さ

れ

る
「

義

理

」
の

意

味

の

再

定

義

を

図

っ
て

い

る

。「

西

鶴

の

創

作

意

識
」

を

基

軸

と

し

た

作

品

内

容

の

理

解

は

、

個

々

の

話

の

物

語

と

し

て

の

解

釈

に

大

き

な

制

約

を

加

え

る

も

の

で

あ

っ

た

。

西

鶴

武

家
物

研

究
で

は

、

今

後

、

表

現

面

を

含

め

た

作

品

内

容

に

お

け

る

広

い

物

語

性

の

探

求

が

求

め

ら

れ

る

の
で

あ

る

。 

  [

三

、

西

鶴

町

人

物

研

究]
 

  

西

鶴

の

散

文

作

品

に

お

い
て

、

表

現

面

で

の

最

も

大

き

な

課

題

は

「

俳

諧

的

文

体

」

の

理

解

で

あ

る

。

俳

諧

的

散

文

の

第

一

の
例

は

『

好

色

一

代

男

』

を

筆

頭

と

す

る

好

色

物

の

作

品

群

で

あ

る

が

、

雅

文

脈

を

多

く

取

り

込

ん

だ

初

期

の

好

色

物

に

対

し

、

中

期

か

ら

晩

年

に

刊

行

さ

れ

た
『

日

本

永

代

蔵

』『

世

間

胸

算

用

』
の

町

人

物

は

、
俗

文

脈

の

取

り

込

み

と

い

う

点

で

、
他

の

作

品

に

比

べ
て

よ

り

高

い

俳

諧

性

が

確

認

さ

れ

る

作

品

集

で

あ

る

。

第

一

章

「

西

鶴

町

人

物

の

文

体

」
で

は

、

そ

の

顕

著

な

傾

向

と

し
て

、

西

鶴

町

人

物

の

文

中

に

お

け

る

「

こ

と

わ

ざ

表

現

」

の

引

用

の

方

法

を

考

察

し

た

。

西

鶴

に

先

行

す

る

仮

名

草

子

類
で

は

、

こ

と

わ

ざ

は

成

句

の

形

の

ま

ま

引

用

さ

れ

、

話

に

教

訓

性

を

加

味

す

る

と

い

う

役

割

を

担

っ
て

い

る

。

一

方

で

西

鶴

の

町

人

物

に

お

け

る

「

こ

と
わ

ざ

」

の

使

わ

れ

方

に

は

、

成

句

で

あ

る

こ

と

わ

ざ

の

一

部

が

も

じ

ら

れ

、

作

品

中

の

文

脈

に

応

じ
て

そ

の

慣

用

的

意

味

を

変

化

さ

せ

る

と

い

う

引

用

の

方

法

が

複

数

例

に

渡

っ

て

指

摘
で

き

る

の
で

あ

る

。

西

鶴

作

品

に

お

け

る

引

用

の

方

法

が

、

作

品

内

容

に

及

ぼ
す

作

用

は

、

雅

文

脈

、

俗

文

脈

の

別

を

問

わ

ず

、

内

容

理

解

の

う

え

で

大

き

な

意

義

を

持

つ

も

の

で

あ

り

、

今

後

、

表

現

面

か

ら

の
西

鶴

作

品

の

更

な

る

探

求

が

課

題

と

さ

れ

る

の
で

あ

る

。 
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第

二

部 

西

鶴

遺

稿

作

品 

  

西

鶴

没

後

に

刊

行

さ

れ

た

遺

稿

作

品

は

、

版

面

の

乱

れ

、

文

章

の

不

整

合

な

ど

諸

々

の

問

題

点

を

含

む

こ

と

か

ら

、

作

品

の

成
立

過

程

を

検

討
す

る

成

立

論

が

研

究

の

主

体

と

さ

れ

て

き

た

。

な

か
で

も

第

一

遺

稿

集

で

あ

る

『

西

鶴

置

土

産

』

は

、

編

集

過

程

の

混

乱

と

作

品

集

全

体

の

テ

ー

マ

性

の

希

薄

さ

が

問

題

と

さ

れ

、

北

条

団

水

を

は

じ

め

と

す

る

弟

子

の

関

与

を

如

何

に

把

握

す

る

か

と

い

う

点
で

議

論

の

紛

糾

し
て

き

た

作

品

集
で

あ

る

。 

本

論

考
で

は

第

一

章
「
『

西

鶴

置

土

産

』
に

お

け

る

評

価

と

作

品

」
に

お

い

て

、
「

枯

淡

」
「

達

観

の

境

地

」
な

ど

と

形

容

さ

れ

て

き

た

『

西

鶴

置

土

産

』

と

い

う

作

品

集

全

体

の

従

来

の

理

解

が

、

明

治

時

代

後

期

か

ら

昭

和

初

期

に

か

け

て

形

成

さ

れ

た

自

然

主

義

文

学

者

に

よ

る

評

論

を

基

に

形

成

さ

れ

、

か

つ

『

西

鶴

置

土

産

』

の

代

表

話

と

し
て

挙

げ

ら

れ

て

き

た

巻

一

の

一

、

巻

二

の

二

な

ど

数

話

の

解

釈

に

よ

っ
て

成

立

し
て

い

る

こ

と

を

確

認

し

、

従

来

の

代

表

話

が

一

話

全

体

の

把

握

で

は

な

く

、

没

落

し

た

大

臣

の

愁

嘆
場

な

ど

、

話

の

断

片

的

な

要

素

を

拡

大

し
て

解

釈
す

る

傾

向

に

あ

っ

た

点

に

疑

義

を

呈

し
て

、

対

す

る

『

西

鶴

置

土

産

』

の

「

笑

い
」

の

側

面

に

改

め
て

着

目

し

た

も

の
で

あ

る

。 

さ

ら

に

第

二

章
「
『

西

鶴

置

土

産

』
に

お

け

る
「

笑

い

」
、
そ

し

て
「

俗

」
」
で

は

、
従

来

は

注

目

さ

れ

る

こ

と

の

な

か

っ

た
『

西

鶴

置

土

産

』

の

非

代

表

作

を

取

り

上

げ

、

そ

の

表

現

と

内

容

に

遊

女

評

判

記

と

の

類

似

性

が

見

ら

れ

る

こ

と

を

指

摘

し

、

巻

一

の

二

、

一

の

三

な

ど

の

作

品

内

容

に

お

け

る

評

判

記

よ

う

の

叙

述

の

働

き

を

論

じ

る

こ

と

で

、

前

章

の

「

笑

い

」

の

要

素

と

と

も

に

『

西

鶴

置

土

産

』

を

理

解
す

る

う

え

で

加

味

さ

れ

る

べ

き

側

面
で

あ

る

こ

と

を

提

示

す

る

も

の
で

あ

る

。

こ

の

よ

う

な

『

西

鶴

置

土

産

』
に

お

け

る

「

笑

い

」

の

問

題

は

、

長

く

成

立

論

が

主

要

な

課

題

と

み

な

さ

れ

、

作

品

内

容

の

議

論

が

等

閑

視

さ

れ

て

き

た

『

万

の

文
反

古

』

の

作

品

理

解

に

も

共

通

し

て

指

摘

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

『

万

の

文

反

古

』

の

Ｂ

系

列

は

、

書

簡

と

い

う

形

式

を

採

る

こ

と

で

、

手

紙

の

書

き

手

が

自

ら

の

苦

悩

を

告

白

し

、

自

我

の

発

露

を

表

現

し

た

秀

作

に

な

り

得

た

も

の

と

し

て

、
そ

の

作

品

内

容

が

高

く

評

価

さ

れ

て

き

た

章

群

で

あ

る

。
本

論

考
で

は

第

三

章
「
『

万
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の

文

反

古

』

Ｂ

系

列

の

矛

盾

と

笑

い

」

に

お

い
て

、

こ

う

し

た

従

来

の

解

釈
が

近

代

に

お

け

る

書

簡

体

小

説

の

意

義

に

照

応

さ

せ
て

導

か

れ

た

も

の

と

考

え

、
巻

一

の

一
「

世

帯

の

大

事

は

正

月

仕

舞

」
を

採

り

上

げ

て

、
『

文

反

古

』
全

般

に

使

わ

れ

る
「

尽

く

し

」
の

趣

向

が

、

一

話

の

う

ち

で

書

き

手

の

人

物

像

や

書

簡

の

内

容

を

具

体

化

す

る

た

め

の

重

要

な

表

現

と

し
て

使

わ

れ

て

お

り

、

書

き

手

の

人

物

像

が

、

従

来

の

解

釈

と

は

対

照

的

に

「

笑

い

」

の

対

象

と

し
て

読

者

に

提

示

さ

れ

て

い

る

点

を

考

察

し
て

い

る

。

同

様

の

傾

向

は

『

文

反

古

』

巻

五

の

三

「

お

恨

み

を

伝

へ

ま

い

ら

せ

候

」
、

巻

一

の

三

「

百

三

十

里

の

所

を

拾

匁

の

無

心

」

と

い

っ

た

、
『

文

反

古

』
の

Ｂ

系

列

を

代

表
す

る

他

の

話

に

も

共

通

し
て

指

摘
で

き

る

も

の
で

あ

り

、『

万

の

文

反

古

』
と

い

う

作

品

集

の

位

置

付

け

を

決

定

す

る

う

え

で

看

過

で

き

な

い

点
で

あ

る

こ

と

を

論

じ

た

。 

さ

ら

に

第

四

章
「
『

万

の

文

反

古

』
巻

一

の

四

に

お

け

る

書

簡

と

話

」
で

は

、
Ｂ

系

列

に

属

す

る

巻

一

の

四
「

来

る

十

九

日

の

栄

耀

献

立

」

の

料

理

献

立

部

分

の

記

述

に

考

証

を

加

え

、

こ

れ

が

従

来

考

え

ら

れ

て

き

た

よ

う

な

、

接

待

の

場

に

豪

勢
な

献

立

を

用

意

さ

せ

る

よ

う

強

要
す

る

内

容
で

は

な

く

、

反

対

に

簡

素

な

内

容

へ

と

改

め

る

た

め

の

指

示

が

下

さ

れ

た

、

茶

懐

石

の

献

立

で

あ

る

と

結

論

付

け

た

。

こ

の

茶

懐

石

の

献

立

は

、

巻

一

の

四

の

書

簡

全

体

の

中

で

、

豪

勢
な

接

待

を

拒

否

し

よ

う

と

す

る

書

簡

の

書

き

手

の
意

図

を

示

す

も

の
で

あ

り

、

料

理

献

立

以

外

の

書

簡

中

の

記

述

に

も

、
こ

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

は

一

貫

し
て

含

意

さ

れ

て

い

る

の
で

あ

る

。

さ

ら

に

本

論

考

は

、

こ

の

と

き

書

き

手

が

接

待

を

拒

否

す

る

理

由

を

、

巻

一

の

四

評

文

と

当

時

の

経

済

状

況

そ

の

他

を

考

証

し

た
う

え

で

、
書

き

手

側

が

受

取

り

手

へ

の

資

金

融

資

を

断

る

た

め

と

推

定

し

た

。
書

き

手

側

は

豪

勢
な

接

待

の

提

案

を

却

下

す

る

こ

と

で

、

融

資

の

申

し

出

を

暗

に

断

り

な

が

ら

、

同

時

に

あ

る

べ

き

商

人

の

姿

を

訓

示

し
て

い

る

の
で

あ

る

。

従

来

、

事

務

的

な

用

件

を

羅

列

し

た

目

録

と

し
て

読

ま

れ

、

文

学

的

趣

向

の

乏

し

い

話

と

さ

れ

て

き

た

巻

一

の

四

の

書

簡

は

、

書

き

手

と

受

取

り

手

の

間

に

交

わ

さ

れ

た

、

経

済

の

駆

け

引

き

と

、

そ

れ

に

伴

う

人

心

の

機

微

を

描

く

、

一

つ

の

「

話

」

と

し
て

成

立

し

得
て

い

る

の
で

あ

る

。 

西

鶴

の

遺

稿

集

研

究

は

、

成

立

論

に

関

す

る

議

論

が

活

発

に

行

わ

れ

て

き

た

一

方

で

、

作

品

内

容

の

理

解

と

い

う

点

で

は

考

究

が

最

も

立

ち

遅

れ

て

い

る

領

野
で

あ

る

。

そ

れ

は

作

品

内

容

を

検

討
す

る

と

き

、
「

西

鶴

」

と

い

う

作

者

の

人

物

像

が

ま

ず

想

定

さ

れ

、

そ

の

う

え

で

個

々

の

話

の

中

の

人

物

像

に

か

な

っ

た

要

素

の

み

が

取

捨

選

択

さ

れ

て

解

釈

さ

れ

て

き

た

と

い

う

、

従

来

の

西

鶴

研

究
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に

お

け

る

方

法

論

の

問

題

点
が

色

濃

く

残

さ

れ

て

い

る

た

め
で

あ

っ

た

。

遺

稿

作

品

に

お

け

る

「

笑

い

」

の

要

素
が

長

く

等

閑

視

さ

れ

て

き

た

の

は

、
『

西

鶴

置

土

産

』
や
『

万

の

文

反

古

』
が

、
西

鶴

の

到

達

し

た
「

晩

年

の

境

地

」
を

体

現

す

る

作

品

集

と

し
て

位

置

づ

け

ら

れ

て

き

た
こ

と

と

無

関

係

で

は

な

い

の
で

あ

る

。

西

鶴

研

究

は

「

西

鶴

の

創

作

意

識

」

を

基

軸

と

し
て

作

品

内

容

を

理

解
す

る

従

来

の

方

法

か

ら

、

個

々

の

作

品

内

容

の

表

現

面

を

吟

味

し

、

話

の

文

脈

を

汲

み

な

が

ら

作

品

内

に

お

け

る

物

語

上

の

意

味

を

理

解
す

る

作

品

論

の

方

法

へ

と

移

行

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

だ

ろ

う

。 

 

 


